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355nm光の発生においては、通常 1064nmからの SHG(532nm)、および 1064nmと 532nm光との

和周波は発生で構成され、通常 2つの波長変換素子が必要である。これらに、分極反転構造 QPM

素子も用いられているが、その多くは単一周期の素子であり、ウォークオフがないこと、d定数(変

換効率)が大きいこと以外の特徴はあまり実用化されていない。分極反転素子の大きな特長には、

反転構造を任意に構成できることであげられる。われわれはこれまで、Fan-out構造分極反転素子

に着目し、その波長チューナビリティや帯域可変特性について報告をしてきた。もう一つの分極

反転素子の大きな特長は、2つの位相整合を一つの素子(モノリシック構造)に構成できることであ

る。モノリシック構造を作る場合 2 つの波長変換の位相整合条件を完全に合わせこむことが必要

であるが、フォトマスクのレゾリューション、中心波長の絶対値トレランスの問題もあり難しい。

そこで本稿では、SHG/THG のモノリシック構造と Fan-out構造とを組み合わせたロバストな波長

変換素子を設計作成し、1064nm の基本波からその 3 倍波である 355nm を 1 素子で発生させるこ

とを試みた結果について報告する。 

図 1 に示すように、SHG 周期を位相整合温度 60℃設計の値に固定し、THG 周期を 60℃±15℃

の範囲で Fan-out 状に形成したデバイスを作成した。素子長全長を 15mm とし、SHG 領域の長さ

を 5mm、THG 領域の長さを 10mm とした。入力光源として、20kHz、9ns の 1064nm レーザを用

い、約 400umφに整形しデバイスに入射した。位相整合温度は、SHGが最大となるように調整を

した。デバイスを光軸に対して垂直に平行移動することにより、容易に 355nm発生の位相整合が

最大になるように調整でき、100mWの 355光を得ることができた。 

本構成を用いることにより、従来の 355nm 発生変換器に必要であった SHG/THG デバイス間の

光学部品が不要となり、さらに、デバイス安定化用の温調も 1 つで済むことから、光源ヘッドの

小型化が実現できる。さらに、fs レーザなど超短パルスにおいては、群速度分散のずれが低減可

能となり、高効率化が期待できる。 

 

図１ モノリシック・Fan-out構造素子と実験系の模式図 
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